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日
医
は
、
日
本
医
学
会
と

の
共
同
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
９
月
28
日
に
英
文
医
学

総
合
ジ
ャ
ー
ナ
ル
『JMA Jour-

nal

』
を
創
刊
（
本
紙
第
１

３
７
２
号
既
報
）
。
一
方
、

国
際
的
な
評
価
の
高
い
医
学

雑
誌
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
（The Jour-

nal 
of 

the 
American 

Medical 
Association

）
』

を
発
行
す
る
Ａ
Ｍ
Ａ
で
は
、

今
春
、
初
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク

セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
『JAMA 

Network Open

』
を
創
刊
し

た
。本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
両

医
師
会
が
、
新
た
な
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
国
際
展
開
を
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
あ

る
。道

永
麻
里
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
開
会
あ
い
さ
つ

で
横
倉
義
武
会
長
は
、
10
月

５
日
の
世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ

Ａ
）
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
総
会
式

典
で
、
１
年
間
の
Ｗ
Ｍ
Ａ
会

長
の
任
期
を
終
え
、
今
後
１

年
間
は
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
前
会
長
を

務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

を
報
告
し
、
日
本
及
び
世
界

の
人
々
の
健
康
水
準
の
向
上

に
引
き
続
き
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
し
た
。

ま
た
、
横
倉
会
長
は
、
①

日
医
は
１
９
５
８
（
昭
和

33
）
年
に
、
当
時
の
日
本
の

医
療
を
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し

た
途
上
国
に
伝
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
『Asian Medical 

Journal

（
Ａ
Ｍ
Ｊ
）
』
を
創

刊
、
２
０
０
１
年
か
ら
は
、

『
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｊ
（Japan Medical 

Association 
Journal

）
』

と
名
称
変
更
し
て
、
日
本
の

医
療
や
日
医
の
国
際
保
健
に

関
す
る
取
り
組
み
な
ど
を
英

文
で
掲
載
し
て
き
た
②
医

学
・
医
療
が
進
歩
し
、
Ｉ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
の
進
化
が
社
会

の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に

大
き
な
改
革
を
迫
り
、

医
療
を
取
り
巻
く
環
境

が
著
し
い
変
化
を
遂
げ

る
中
で
日
医
が
国
際
社

会
に
お
い
て
担
う
役
割

に
つ
い
て
も
更
な
る
展

開
を
図
る
こ
と
と
な

り
、
情
報
発
信
の
た
め

の
媒
体
の
役
割
の
見
直

し
を
行
っ
た

─
な

ど
、
新
た
な
国
際
的
情

報
発
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
と
し
て
、
ピ
ア
レ

ビ
ュ
ー（
査
読
）誌
『JMA 

Journal

』
の
刊
行
に

至
っ
た
経
緯
を
説
明
。

そ

の

上

で
、「『JMA 

Journal

』
は
、
特
に

わ
が
国
の
医
学
研
究
者

に
と
っ
て
そ
の
成
果
を

国
際
社
会
に
向
か
っ
て
発
信

す
る
た
め
の
有
力
な
媒
体
と

な
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る

が
、
海
外
の
研
究
者
に
も
広

く
成
果
を
発
表
す
る
媒
体
と

し
て
受
け
入
れ
て
欲
し
い
」

と
述
べ
、
日
本
で
初
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
な
る
英
文
医
学
総

合
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
多
く
の

人
々
に
読
ま
れ
、
引
用
さ
れ

る
こ
と
で
、
国
際
的
な
医
学

の
高
揚
、
医
療
の
質
の
向
上

等
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
に

期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
門

田
守
人
日
本
医
学
会
長
は
、

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
に

設
立
さ
れ
た
日
本
医
学
会
に

は
現
在
１
２
９
学
会
が
加
盟

し
て
い
る
が
、
加
盟
の
際
、

社
会
医
学
系
以
外
の
学
会
で

は
、
機
関
誌
の
定
期
的
な
発

刊
、
特
に
英
文
誌
の
発
刊
が

審
査
条
件
の
一
つ
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
紹
介
。
各
加
盟

学
会
の
雑
誌
は
専
門
領
域
に

限
ら
れ
、
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
』
や

『British Medical Jour-

nal

』
の
よ
う
な
医
学
全
般

に
わ
た
る
総
合
誌
が
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、『JMA Jour-

nal

』
の
発
刊
は
非
常
に
意

義
が
あ
る
と
し
て
、
「
成
長

さ
せ
て
い
け
る
よ
う
皆
さ
ん

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

ハ
ワ
ー
ド
・
バ
ー
ク
ナ
ー

『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
』
編
集
長
は
、

両
医
師
会
は
医
師
の
代
表
で

あ
り
、
日
米
か
ら
各
国
に
広

め
ら
れ
て
い
る
医
学
研
究
の

知
見
に
つ
い
て
お
互
い
に
学

び
合
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
指
摘
。「『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
』
と

し

て

も
『JMA 

Journal

』

の
今
後
に
注
目
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
、
福
井
次
矢
『JMA 

Journal

』
共
同
編
集
長
／

聖
路
加
国
際
病
院
長
が
座
長

と
し
て
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概

要
」
と
題
し
、
日
本
の
研
究

力
が
低
下
し
て
い
る
現
状

と
、
自
身
が
２
月
に
出
席
し

Ｍ
Ａ
』
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に

ま
で
高
め
る
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
得
る
、『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
』

の
編
集
委
員
の
活
動
を
直
接

聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
ヒ
ン
ト

を
得
る
と
い
う
二
つ
の
目
的

を
も
っ
て
お
り
、
横
倉
会
長

に
相
談
し
、
開
催
に
至
っ
た

と
し
た
上
で
、
「
将
来
的
に

は
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
互
い

の
経
験
を
共
有
で
き
る
よ
う

な
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
な
っ
て
い

け
れ
ば
よ
い
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

─
が
必
要
だ
と
し
、
視
覚

に
訴
え
る
抄
録
や
オ
ー
デ
ィ

オ
・
ビ
デ
オ
抄
録
と
い
っ
た

表
現
力
向
上
の
た
め
の
手
法

を
具
体
的
に
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク

タ
ー(impact 

factor

：

自
然
科
学
・
社
会
科
学
分
野

の
学
術
雑
誌
を
対
象
と
し

て
、
そ
の
雑
誌
の
影
響
度
、

引
用
さ
れ
た
頻
度
を
測
る
指

標
の
一
つ
）
の
重
要
性
を
強

調
し
た
。

［
講
演
４
］
跡
見
裕
『JMA 

Journal

』
共
同
編
集
長
／

杏
林
大
学
名
誉
学
長
に
よ
る

座
長
の
下
、
五
十
嵐
隆
『JMA 

Journal

』
副
編
集
長
／
国

立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

理
事
長
は
、「JMA Journal

発
行
の
目
的
と
戦
略
」
と
題

し
て
講
演
。
前
身
で
あ
る『
Ａ

Ｍ
Ｊ
』
『
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｊ
』
に
も

触
れ
、
新
し
い
『JMA Jour-

nal

』
を
客
観
的
な
査
読
を

経
た
科
学
雑
誌
に
変へ

ん
ぼ
う貌

さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と

説
明
。
そ
の
上
で
、
目
的
と

展
望
、
行
動
計
画
に
つ
い
て

具
体
的
に
解
説
し
た
。

そ
の
後
、
福
井
・
跡
見
両

座
長
、
演
者
に
羽
鳥
裕
常
任

理
事
が
加
わ
っ
て
行
わ
れ
た

［
質
疑
応
答
］
で
は
、「
雑
誌

の
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ

ー
」
「
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
の

量
と
質
」「
投
稿
料
」「
ビ
デ

オ
抄
録
」
「
査
読
者
の
探
し

方
」「
著
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
問
題

を
巡
っ
て
熱
心
な
討
論
が
あ

り
、
松
原
謙
二
副
会
長
に
よ

る
閉
会
の
辞
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
終
了
し
た
。

た
『JAMA Network Open

』

の
編
集
委
員
会
に
お
け
る
、

世
界
全
体
を
視
野
に
置
き
壮

大
な
目
標
を
も
っ
た
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様
等
を
紹

介
。本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

『JMA Journal

』
を
『
Ｊ
Ａ

投稿論文
受付中
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『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
』の
責
任
者
が
ノ
ウ
ハ
ウ
を
披ひ

れ

き瀝

［
講
演
１
］「
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
の

過
去
と
現
在
」
で
は
、
バ
ー

ク
ナ
ー
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
』
編
集

長
が
、
Ａ
Ｍ
Ａ
の
代
表
的
出

版
物
で
あ
る
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
』

に
つ
い
て
、
１
８
８
３
年
創

刊
の
総
合
医
学
雑
誌
で
、
年

間
48
回
発
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
編
集
上
の
独
立
性
を
保

持
し
て
い
る
こ
と
、
冊
子
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
、
更
に
ポ
ッ
ド

キ
ャ
ス
ト
や
動
画
等
の
新
し

い
技
術
も
活
用
し
て
い
る
こ

と
等
を
紹
介
。
ま
た
、JAMA 

Network

と
し
て
、『
Ｊ
Ａ
Ｍ

Ａ
』
と
専
門
誌
12
誌
が
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
継
続

的
な
質
の
改
善
と
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
革
新
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
な
ど
を
解
説
し

た
。

［
講
演
２
］「JAMA Network 

Open

」
で
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・

リ

ヴ

ァ

ラ
『JAMA Network 

Open

』
編
集
長
が
、
著
者
に

よ
る
論
文
掲
載
料
支
払
い
の

有
無
な
ど
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ク
セ
ス
と
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ

ス
の
違
い
等
を
解
説
。
ピ
ア

レ
ビ
ュ
ー
を
行
う
オ
ー
プ
ン

ア
ク
セ
ス
の
総
合
医
学
ジ
ャ

ー
ナ
ル
で
あ
る
『JAMA Net-

work 
Open

』
は
、
世
界
中

の
人
々
の
た
め
に
健
康
と
ヘ

ル
ス
ケ
ア
を
改
善
す
る
こ
と

を
使
命
と
し
て
、
厳
格
な
論

説
、
査
読
及
び
出
版
基
準
を

維
持
し
な
が
ら
、
世
界
で
一

流
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
と
し

た
。［

講
演
３
］JAMA Network 

13
誌
の
拡
大
戦
略
の
責
任
者

で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
・
バ
ー
ク

ウ
ィ
ッ
ツJAMA 

Network

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
エ
デ

ィ
タ
ー
は
、「JMA Journal

へ
の
論
文
投
稿
の
奨
励
」
と

し
て
、
①
著
者
へ
の
働
き
掛

け
②
著
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
③
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
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日
本
医
師
会
・
日
本
歯
科

医
師
会
役
員
意
見
交
換
会
が

10
月
30
日
、
日
医
会
館
で
開

催
さ
れ
た
。

小
玉
弘
之
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ

し
た
堀
憲
郎
日
歯
会
長
は
、

「
横
倉
会
長
の
強
い
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
下
、
『
受
動
喫

煙
防
止
対
策
の
強
化
』
『
控

除
対
象
外
消
費
税
問
題
解
消

の
た
め
の
提
言
』
の
取
り
ま

と
め
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
た
」
と
し
て
、
感
謝
の
意

を
示
し
た
上
で
、
「
本
日
の

会
が
実
り
あ
る
も
の
と
な
る

よ
う
、
期
待
し
て
い
る
」
と

ド
ミ
ニ
ク
・
シ
ュ
テ
ィ
ル

ハ
ル
ト
赤
十
字
国
際
委
員
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
事
業
総
局
長

が
10
月
31
日
、
日
医
会
館
を

訪
れ
、
「
紛
争
下
に
お
け
る

医
療
活
動
の
現
状
と
課
題
─

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
が
見
た
現
実
と
対

応
を
中
心
に
─
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
は
、
戦
争
や
武

力
紛
争
及
び
そ
の
他
暴
力
を

伴
う
事
態
に
よ
っ
て
犠
牲
を

述
べ
た
。

横
倉
義
武
会

長
は
、
「
日
頃

か
ら
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
で
、
堀

会
長
に
は
ご
相

談
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
。
口
腔

管
理
は
健
康
を

保
つ
上
で
も
非

常
に
重
要
な
こ

と
と
考
え
て
お

り
、
今
後
も
協

力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

引
き
続
き
、

中
川
俊
男
副
会

長

が
、

三

師

会
・
四
病
院
団

体
協
議
会
で
取

り
ま
と
め
た
「
控
除
対
象
外

消
費
税
問
題
解
消
の
た
め
の

新
た
な
税
制
上
の
仕
組
み
に

つ
い
て
の
提
言
」
の
ポ
イ
ン

ト
や
、
提
言
公
表
後
の
動
き

な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
年
末

の
税
制
改
正
大
綱
の
取
り
ま

と
め
に
向
け
て
、
一
層
の
協

力
を
求
め
た
。

「
医
療
分
野
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
石
川
広

己
常
任
理
事
が
、
「
医
療
分

野
専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
」
「
次
世
代
医
療
基
盤
法

に
規
定
さ
れ
た
認
定
匿
名
加

工
医
療
情
報
作
成
事
業
者
と

な
る
べ
く
、
準
備
を
進
め
て

い
る
こ
と
」
な
ど
を
報
告
。

牧
野
利
彦
日
歯
副
会
長

が
、
日
歯
会
員
の
中
に
は
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
を
導

入
す
る
た
め
の
費
用
負
担
に

懸
念
を
も
つ
者
が
い
る
と
し

た
こ
と
に
対
し
て
は
、
「
費

用
負
担
に
つ
い
て
は
、
日
医

か
ら
も
厚
生
労
働
省
に
問
題

提
起
し
て
い
る
」
と
述
べ
、

理
解
を
求
め
た
。

長
島
公
之
常
任
理
事
は
、

「
医
療
分
野
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
る
た
め
に
は
真
正

性
、
本
人
性
の
確
認
が
で
き

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
も
医
師
資
格
証
は

重
要
な
ア
イ
テ
ム
に
な
る
」

と
強
調
。
活
用
の
場
を
広
げ

る
た
め
の
協
力
を
求
め
た
の

に
対
し
て
、
杉
山
茂
夫
日
歯

常
務
理
事
は
理
解
を
示
す
一

方
、
普
及
の
た
め
の
懸
案
事

項
と
し
て
、
「
認
証
局
を
設

置
す
る
た
め
に
は
多
額
の
費

用
が
掛
か
る
」
「
明
確
な
ユ

ー
ス
ケ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に

示
す
こ
と
が
で
き
る
か
」
な

ど
を
挙
げ
た
。

小
玉
剛
日
歯
常
務
理
事

は
、
大
規
模
災
害
時
の
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
活
動
に
つ
い
て
、
都
道

府
県
レ
ベ
ル
で
、
医
師
会
と

歯
科
医
師
会
が
協
定
を
結
ん

で
い
る
の
が
３
県
に
と
ど
ま

る
こ
と
に
触
れ
、
「
そ
の
数

を
増
や
す
こ
と
で
更
に
連
携

を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と

説
明
。
石
川
常
任
理
事
は
、

身
元
確
認
等
へ
の
歯
科
医
師

の
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
と

し
て
、
引
き
続
い
て
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
へ
の
参
加
を
求
め
た
。

佐
藤
保
日
歯
副
会
長
は
、

が
ん
患
者
に
対
す
る
周
術
期

の
口
腔
健
康
管
理
に
お
け
る

医
師
、
歯
科
医
師
の
連
携
の

重
要
性
を
指
摘
。
羽
鳥
裕
常

任
理
事
は
、
「
地
域
の
歯
科

強
い
ら
れ
た

人
々
に
対
し

て
、
人
道
的
保

護
と
支
援
を
行

う
、
公
平
に
し

て
中
立
か
つ
独

立
し
た
機
関
で

あ
り
、
シ
ュ
テ

ィ
ル
ハ
ル
ト
事

業
総
局
長
は
、

世
界
80
カ
国
以

上
で
展
開
し
て

い
る
人
道
支
援

活
動
の
最
高
責

任
者
を
務
め
て

い
る
。

講
演
会
は
、

松
原
謙
二
副
会

長
の
司
会
で
開

会
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
横
倉

義
武
会
長
は
、
４
月
に
ス
イ

ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
Ｉ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
の
本
部
を
訪
問
し
、

世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
と

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
の
連
携
を
確
認

し
た
こ
と
等
を
報
告
。
「
シ

ュ
テ
ィ
ル
ハ
ル
ト
事
業
総
局

長
か
ら
は
紛
争
下
に
お
け
る

医
療
活
動
に
つ
い
て
、
多
く

の
日
本
の
医
療
関
係
者
に
も

シュティルハルト赤十字国際委員会事業総局長が

                 紛争下における医療活動について講演

知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
を
設

け
て
欲
し
い
と
の
依
頼
を
受

け
て
お
り
、
今
後
、
何
ら
か

の
形
で
実
現
し
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
講
演

の
中
で
、
シ
ュ
テ
ィ
ル
ハ
ル

ト
事
業
総
局
長
は
、
①
紛
争

地
域
の
人
々
に
直
接
的
な
支

援
を
行
う
た
め
、
１
万
８
０

０
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣

し
て
い
る
②
医
療
的
な
支
援

と
し
て
は
、
身
体
的
な
も
の

ば
か
り
で
な
く
、
心
理
的
な

ケ
ア
も
行
っ
て
い
る

─
こ

と
な
ど
を
説
明
。こ
こ
数
年
、

救
援
に
向
か
う
地
域
で
は
、

「
紛
争
が
長
期
化
し
、
当
事

者
も
複
数
に
な
る
」
等
の
変

化
が
見
ら
れ
る
と
し
、
そ
の

対
応
や
市
民
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る

た
め
、
病
院
全
体
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
３
８
２
に
も

及
ぶ
武
装
グ
ル
ー
プ
と
の
関

係
を
維
持
し
て
い
る
と
し
た
。

ま
た
、
武
装
勢
力
の
医
療

機
関
に
対
す
る
攻
撃
が
最
大

の
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
指

摘
。
「
こ
の
現
実
を
世
界
で

注
目
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
と
協
力
関
係
を

築
け
た
こ
と
は
大
変
意
義
が

あ
る
」
と
述
べ
た
。

医
師
が
医
療
機
関
に
出
向
い

て
口
腔
健
康
管
理
を
行
う
こ

と
も
、
ぜ
ひ
検
討
し
て
欲
し

い
」
と
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
認
知
症
予
防
へ
の
関
与

も
要
望
し
た
。

そ
の
他
、
今
村
聡
副
会
長

は
、
各
地
域
に
お
け
る
糖
尿

病
重
症
化
予
防
に
向
け
た
医

師
、
歯
科
医
師
の
連
携
推
進
、

都
道
府
県
版
の
日
本
健
康
会

議
の
開
催
・
設
置
に
対
す
る

協
力
を
求
め
た
。

医
療
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、

          
大
規
模
災
害
時
の
連
携
推
進
を
目
指
し
て

日
本
医
師
会
・
日
本
歯
科
医
師
会
役
員
意
見
交
換
会

　医師は、2年に一度、12月31日現在における氏名、住所その他の事項を、翌年1月15日までに、住所
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こ
れ
に
対
し
て
、
釜

常

任
理
事
は
、
「
緊
急
事
態
で

も
あ
り
、
日
医
と
し
て
も
会

員
の
先
生
方
の
協
力
を
得
て

体
制
を
整
え
た
い
」
と
す
る

と
と
も
に
、「
そ
の
際
に
は
、

万
が
一
、
予
防
接
種
後
に
体

調
不
良
、
健
康
被
害
が
出
た

場
合
に
備
え
、
地
域
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
で
き
る
よ
う
な

診
療
体
制
を
整
え
て
お
く
こ

と
も
大
事
に
な
る
」と
し
た
。

ま
た
、
両
者
は
、
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
が
増
産
さ
れ
、
体
制

が
整
っ
た
時
点
で
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
に
予
防
接
種

を
受
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、

各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
の
考
え
で
一

致
。
釜

常
任
理
事
は
、
毎

年
３
月
上
旬
に
実
施
し
て
い

る「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」

の
経
験
を
生
か
す
こ
と
を
求

め
た
。

種
を
実
施
す
る
医
師
の
み
な

ら
ず
、
国
民
に
対
し
て
大
き

な
不
安
・
不
信
感
を
与
え
る

重
大
事
案
で
あ
る
と
し
、
再

発
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と

を
求
め
た
。

松
原
副
会
長
は
、
「
今
後
、

規
格
外
な
ど
が
発
覚
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
情
報
提
供

す
る
べ
き
で
あ
り
、
今
回
の

よ
う
な
対
応
は
誤
っ
て
い

る
」
と
し
て
遺
憾
の
意
を
表

明
。
特
に
、
予
防
接
種
ワ
ク

チ
ン
は
健
康
な
人
に
実
施
す

る
も
の
で
あ
り
、
予
防
接
種

で
健
康
被
害
が
あ
っ
て
は
な

ら
ず
、
通
常
の
医
薬
品
よ
り

も
更
に
慎
重
に
扱
っ
て
い
る

と
し
た
上
で
、
「
最
終
的
に

は
現
場
の
医
師
の
責
任
が
問

わ
れ
る
。
問
題
が
あ
れ
ば
直

ち
に
連
絡
す
る
べ
き
で
あ

る
」
と
強
く
抗
議
し
た
。

ま
た
、
今
後
の
対
応
と
し

て
は
、
旧
製
品
と
新
製
品
が

入
り
交
じ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
安
全
に
回
収
・
交
換
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る

と
と
も
に
、
卸
売
業
者
や
医

療
機
関
へ
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

き
ち
ん
と
行
う
よ
う
要
望
し

た
。こ

れ
に
対
し
て
宮
本
医

薬
・
生
活
衛
生
局
長
は
、「
今

回
の
対
応
は
不
十
分
で
あ

り
、
弁
解
す
る
余
地
が
な
い
」

と
謝
罪
し
、
今
後
こ
の
よ
う

な
問
題
が
起
き
た
際
の
対
応

等
の
判
断
に
つ
い
て
、
「
漏

れ
の
な
い
よ
う
日
医
に
相
談

さ
せ
て
頂
く
」
と
回
答
。
原

因
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
も
の
の
、
ア
ン

プ
ル
の
生
理
食
塩
液
を
封
入

す
る
際
に
ガ
ラ
ス
の
不
純
物

が
溶
け
出
し
た
の
で
は
な
い

か
と
の
推
測
の
下
、
新
た
な

製
品
に
つ
い
て
は
、
ガ
ラ
ス

を
変
更
し
提
供
す
る
旨
を
報

告
し
た
。

更
に
、
16
日
以
降
に
新
た

な
製
品
が
提
供
さ
れ
る
旨
の

通
知
を
８
日
に
発
出
し
た
と

し
て
、
理
解
を
求
め
た
。

風
し
ん
に
係
る
予
防
接
種

の
早
急
な
実
施
等
を
要
請

ま
た
釜

常
任
理
事
は
11

月
15
日
に
は
、
厚
労
省
で
宇

都
宮
啓
健
康
局
長
と
会
談

し
、
風
し
ん
に
係
る
予
防
接

種
の
早
急
な
実
施
等
を
求
め

る
文
書
を
手
渡
し
た
（
写
真

下
）。今

回
の
文
書
提
出
は
、
本

年
７
月
以
降
、
風
し
ん
の
届

出
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
地
域
医
師
会
か
ら

は
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
不
足
を

指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
、
こ

の
ま
ま
で
は
更
な
る
感
染
拡

大
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
抜
本
的
な
対
策
を
求
め

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

文
書
の
中
で
は
、
「
今
般

の
感
染
拡
大
は
定
期
接
種
の

機
会
が
な
か
っ
た
、
あ
る
い

は
接
種
率
の
低
い
30
代
か
ら

50
代
の
男
性
を
中
心
と
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
認

識
し
て
い
な
が
ら
、
何
ら
有

効
な
手
立
て
を
講
じ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
は
ワ
ク
チ
ン
行

政
の
怠
慢
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
」
と
こ
れ
ま
で
の
厚
労

省
の
対
応
を
批
判
。
そ
の
上

で
、
必
要
か
つ
十
分
な
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
を
確
保

し
、
風
し
ん
に
係
る
ワ
ク
チ

松
原
謙
二
副
会
長
と
釜

敏
常
任
理
事
は
11
月
９
日
、

日
医
会
館
で
宮
本
真
司
厚
生

労
働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局

長
ら
と
面
談
を
行
い
、
乾
燥

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
を
溶
か
す

生
理
食
塩
液
か
ら
微
量
の
ヒ

素
が
検
出
さ
れ
た
問
題
に
対

す
る
厚
労
省
の
対
応
に
つ
い

て
、
厳
重
な
抗
議
を
行
っ
た

（
写
真
上
）
。

本
件
は
11
月
５
日
、
医
薬

品
等
安
全
対
策
部
会
安
全
対

策
調
査
会
に
お
い
て
、
乾
燥

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
に
添
付
さ

れ
た
生
理
食
塩
液
中
に
、
規

格
値
（
０
・
１
ｐ
ｐ
ｍ
）
を

超
え
る
濃
度
（
最
大
０
・
26

ｐ
ｐ
ｍ
）
の
ヒ
素
を
含
む
製

品
が
見
つ
か
っ
た
と
の
報
告

が
な
さ
れ
た
こ
と
で
明
ら
か

に
な
っ
た
も
の
で
、
厚
労
省

担
当
局
は
当
該
事
案
の
発
生

を
８
月
９
日
に
把
握
し
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
医
療

現
場
に
対
し
て
何
ら
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。

会
談
の
中
で
釜

常
任
理

事
は
、
「
今
回
の
よ
う
な
こ

と
は
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
が
な
く
、
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
今
般

の
厚
労
省
の
一
連
の
対
応

は
、
基
本
的
認
識
を
著
し
く

欠
い
て
お
り
、
本
事
案
の
対

応
に
つ
い
て
厳
重
に
抗
議
す

る
」
と
し
た
上
で
、
「
本
来

で
あ
れ
ば
、
予
防
接
種
関
係

部
局
等
と
の
情
報
共
有
を
図

る
と
と
も
に
、
日
医
を
始
め

関
係
機
関
に
対
し
て
、
速
や

か
に
情
報
提
供
し
た
上
で
対

応
を
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
出
荷
停
止
に
な
っ
て
い

な
が
ら
３
カ
月
も
の
間
、
情

報
提
供
が
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
こ
の

よ
う
な
対
応
は
、
こ
れ
ま
で

の
予
防
接
種
行
政
全
体
へ
の

信
頼
を
も
揺
る
が
す
も
の
で

あ
る
」
と
指
摘
。

加
え
て
、
今
回
測
定
さ
れ

た
ヒ
素
の
量
は
「
安
全
性
に

問
題
は
な
い
レ
ベ
ル
」
と
の

評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

本
来
、
予
防
接
種
関
係
の
審

議
会
等
で
の
検
討
が
行
わ
れ

る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
省
内
だ
け
の
議
論
で

対
応
し
た
点
を
問
題
視
。
微

量
で
あ
る
と
は
言
え
、
日
本

薬
局
方
の
規
格
を
満
た
さ
な

い
製
品
が
全
国
に
流
通
し
て

い
た
こ
と
に
な
り
、
予
防
接

松原副会長、釜萢常任理事

厚生労働省の予防接種を巡る対応に
                           厳重抗議と要請を行う

ン
の
接
種
機
会
の
な
か
っ
た

全
て
の
者
に
対
し
、
早
急
に

予
防
接
種
の
実
施
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
更
な
る
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

会
談
の
中
で
、
釜

常
任

理
事
は
、
「
抗
体
検
査
を
し

て
、
な
る
べ
く
短
期
間
に
抗

体
の
な
い
人
に
予
防
接
種
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
そ
の
体
制
整
備
を
お
願

い
し
た
い
」
と
要
請
。
宇
都

宮
健
康
局
長
は
一
定
の
理
解

を
示
し
た
上
で
、「
土
曜
日
、

日
曜
日
に
予
防
接
種
を
行
う

体
制
を
取
っ
て
頂
く
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
協

力
を
求
め
た
。

ポスターは日医ホームページ（http://www.med.or.jp/people/health/
kansen/001484.html）からダウンロードできます。

─風しんが流行しています─

感染します こんな症状 妊婦さんは要注意
風しんは、患者のせき・くしゃみ・
会話などによって空気中に飛び散っ
た病原体を吸入することにより、ヒ
トからヒトへ感染する病気です。

感染から2～3週間で発症し、症状とし
ては発熱、全身の発疹、リンパ節の腫れ
などが見られます。成人が発症すると
小児より重症化することがありますの
で、症状が疑われる場合には、早めにか
かりつけ医に相談してください。

妊娠20週頃までの妊婦が風しんウイルスに
感染してしまうと、胎児に影響を与え、出生
児にさまざまな障がいを引き起こす可能性
があります。しかし、妊娠中はワクチン接種
を受けることができませんので、周りの人が
気をつけてあげましょう。

風しんは、ワクチンを接種することで防ぐことができる病気です。
今、日本では30～50歳代の男性の約2割が風しんに対する免疫をもって
いないと言われています。
これらの方を含めて、これまでにワクチン接種を受けていない方は、家族
や職場の方にうつさないようにするためにも、早めに接種を受けましょう。
接種を希望される方は、お気軽にご相談ください。 院長

あなただけでなく、大切な人を守るために

風しんのワクチン接種を
受けましょう！ 風しんは感染する病気です

風しんウイルス
提供元「国立感染症研究所」

日本医師会ホームページ内コンテンツ

健康の森「風しん」
http://www.med.or.jp/forest/check/fushin/01.html

ご活用下さい！
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「
子
育
て
支
援
フ
ォ
ー
ラ

ム
in
福
島
」
が
11
月
10
日
、

日
医
、
Ｓ
Ｂ
Ｉ
子
ど
も
希
望

財
団
、
福
島
県
医
師
会
の
共

催
に
よ
り
、
福
島
県
郡
山
市

内
で
開
催
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
新
妻
和

雄
福
島
県
医
常
任
理
事
の
司

会
で
開
会
。
冒
頭
あ
い
さ
つ

で
横
倉
義
武
会
長
（
平
川
俊

夫
常
任
理
事
代
読
）
は
、「
児

童
相
談
所
に
寄
せ
ら
れ
る
児

童
虐
待
の
相
談
対
応
件
数

は
、
統
計
を
取
り
始
め
た
平

成
２
年
度
か
ら
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
、
昨
年
度
は
13
万

件
を
超
え
、
過
去
最
多
で
あ

っ
た
が
、
虐
待
の
実
態
は
把

握
し
切
れ
て
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

「
虐
待
の
根
底
に
あ
る
社
会

的
な
要
因
に
目
を
向
け
、
社

会
全
体
で
強
い
危
機
感
を
も

っ
て
早
期
に
把
握
し
、
適
切

な
対
応
を
行
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
佐

藤
武
寿
福
島
県
医
会
長
は
、

福
島
県
医
が
妊
産
婦
、
小
児

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

取
り
組
み
、
産
科
、
精
神
科
、

小
児
科
の
連
携
の
下
、
健
全

な
子
育
て
の
た
め
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。

そ
の
上
で
同
会
長
は
、
「
産

後
健
診
な
ど
行
政
の
理
解
を

得
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
社
会
全
体

で
子
育
て
を
考
え
る
機
会
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

報
告次

に
報
告
で
は
、
藤
森
敬

也
公
立
大
学
法
人
福
島
県
立

医
科
大
学
医
学
部
産
科
婦
人

科
学
講
座
教
授
／
放
射
線
医

学
県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

妊
産
婦
調
査
室
長
が
、
「
平

成
28
年
度
『
妊
産
婦
に
関
す

る
調
査
』
結
果
概
要
の
報
告
」

と
題
し
、
県
内
の
妊
産
婦
を

対
象
と
し
た
調
査
等
に
つ
い

て
説
明
。
東
日
本
大
震
災
以

降
の
分
娩
数
の
推
移
、
中

絶
・
自
然
流
産
を
含
む
妊
娠

の
現
状
や
先
天
異
常
の
発
生

状
況
等
の
他
、
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
の
追
跡
調
査
等
に
つ
い

て
触
れ
た
上
で
、
今
後
の
課

題
と
し
て
、
「
低
線
量
放
射

線
被
ば
く
の
客
観
的
な
科
学

デ
ー
タ
を
示
す
こ
と
で
『
安

全
』
を
『
安
心
』
に
つ
な
げ

子育て支援フォーラム in 福島

子育て支援とゼロ歳児からの虐待防止を目指して
                  「子育て支援フォーラム in 福島」を開催

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な

る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

基
調
講
演

引
き
続
き
行
わ
れ
た
基
調

講
演
（
座
長
：
平
川
常
任
理

事
）
で
は
、
吉
村
泰
典
慶
應

義
塾
大
学
名
誉
教
授
／
福
島

県
立
医
科
大
学
副
学
長
／
新

百
合
ヶ
丘
総
合
病
院
名
誉
院

長
／
少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
担
当
内
閣
官
房
参
与

が
、
「
少
子
高
齢
化
社
会
に

お
け
る
産
後
ケ
ア
の
重
要

性
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

厚
生
労
働
省
や
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

調
査
に
み
る
少
子
化
の
進
行

と
人
口
減
少
社
会
の
到
来
等

に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、

少
子
化
の
要
因
と
な
る
デ
ー

タ
を
示
し
、
出
生
率
の
低
下

は
有
配
偶
率
の
変
化
が
影
響

し
て
い
る
と
指
摘
。

ま
た
、
少
子
化
対
策
の
好

事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
子
ど
も
・
妊
産
婦
の
死

因
や
児
童
虐
待
と
そ
の
背
景

等
に
つ
い
て
報
告
し
、
「
安

心
し
て
子
育
て
や
教
育
が
で

き
る
成
熟
し
た
社
会
の
実
現

を
目
指
す
た
め
に
は
、
産
前
、

産
後
の
ケ
ア
が
大
切
と
な

り
、
経
済
的
基
盤
や
雇
用
の

安
定
と
共
に
、
子
育
て
環
境

の
充
実
が
わ
が
国
の
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

そ
の
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
座
長
：
本
田
任
福
島
県
産

婦
人
科
医
会
長
、
竹
内
真
弓

福
島
県
小
児
科
医
会
長
）
で

は
、
ま
ず
、
加
賀
美
尤
祥
社

会
福
祉
法
人
山
梨
立
正
光
生

園
理
事
長
／
山
梨
県
立
大
学

人
間
福
祉
学
部
特
任
教
授
が

講
演
し
た
。

「
今
日
の
子
ど
も
家
庭
と

社
会
的
養
護
の
現
状
と
課
題

～
保
護
か
ら
養
育
へ
の
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
～
」
と
題
し

て
、
子
ど
も
家
庭
の
現
状
か

ら
社
会
的
養
護
の
内
容
と
そ

の
時
代
背
景
を
概
説
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行

の
改
正
児
童
福
祉
法
で
は
、

児
童
を
権
利
の
主
体
と
す
る

抜
本
的
な
見
直
し
が
な
さ

れ
、
新
し
い
社
会
的
養
育
ビ

ジ
ョ
ン
が
示
さ
れ
た
こ
と
を

報
告
す
る
と
と
も
に
、
自
身

の
「
地
域
子
ど
も
家
庭
支
援

シ
ス
テ
ム
構
想
」
の
内
容
を

紹
介
し
た
。

奥
山
眞
紀
子
国
立
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
こ
こ
ろ
の

診
療
部
統
括
部
長
は
、
「
妊

娠
期
か
ら
の
虐
待
予
防
～
虐

待
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、
虐
待

の
死
亡
事
例
の
検
証
に
よ

り
、
望
ま
な
い
妊
娠
の
多
さ

等
、
妊
娠
期
の
問
題
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
発
達
障
害
傾
向
に
あ
る

母
親
へ
の
早
期
介
入
が
そ
の

後
の
虐
待
的
行
動
の
予
防
と

し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
等
を
説
明
。
そ
の
上
で
同

部
長
は
、
「
妊
娠
期
・
周
産

期
か
ら
の
虐
待
予
防
の
た
め

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

が
必
要
で
あ
り
、
胎
児
虐
待

を
見
逃
さ
な
い
方
法
等
の
対

策
も
不
可
欠
で
あ
る
が
、『
子

ど
も
は
胎
児
期
か
ら
社
会
で

育
て
る
』
と
い
う
意
識
を
も

つ
こ
と
が
何
よ
り
重
要
に
な

る
」
と
述
べ
た
。

滝
田
昌
宏
郡
山
市
こ
ど
も

部
子
ど
も
支
援
課
長
は
、「
郡

山
市
に
お
け
る
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の

取
組
み
」に
つ
い
て
講
演
し
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
と
し
て
、全
て
の
妊
産
婦
、

乳
幼
児
を
対
象
に
「
ニ
コ
ニ

コ
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
開
始

し
た
こ
と
を
報
告
。
子
育
て

支
援
が
虐
待
予
防
に
つ
な
が

る
と
し
、
地
域
全
体
で
子
育

て
世
代
を
応
援
し
て
い
け
る

よ
う
理
解
を
求
め
た
。

な
お
、日
医
で
は
今
年
度
、

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
熊
本
県
、

栃
木
県
の
２
カ
所
で
も
行
う

予
定
と
し
て
い
る
。

日
医
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー

が
運
営
す
る
「
治
験
業
務
支

援
シ
ス
テ
ム　

カ
ッ
ト
・
ド

ゥ
・
ス
ク
エ
ア
」
が
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
Ａ
Ｓ
Ｐ
・

Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
ク
ラ
ウ

Ｓ
・
Ｐ
ａ
ａ
Ｓ
／
Ｉ
ｏ
Ｔ
／

Ａ
Ｉ
／
運
用
の
サ
ー
ビ
ス
と

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
れ

ら
を
利
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
企

業
を
選
定
し
、
総
務
大
臣
賞

及
び
各
部
門
の
グ
ラ
ン
プ
リ

等
を
授
与
し
て
い
る
。

今
回
受
賞
し
た
シ
ス
テ
ム

は
、
同
セ
ン
タ
ー
が
平
成
22

年
３
月
よ
り
提
供
し
て
い
る

ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
で
、
治

験
中
に
発
生
す
る
手
続
文
書

（
統
一
書
式
等
）
を
電
磁
的

記
録
と
し
て
保
管
す
る
こ
と

で
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
実

現
す
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。電

子
署
名
と
し
て
、
医
師

資
格
証
（
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
）
を
用

い
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
、
全
国
の
医
療

機
関
約
１
２
０
０
施
設
を
含

む
約
１
７
２
０
の
組
織
で
利

用
さ
れ
て
い
る
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
シ
ス

テ
ム
普
及
の
一
助
と
な
れ
ば

と
の
考
え
の
下
、
平
成
25
年

よ
り
本
ア
ワ
ー
ド
に
参
加
。

各
賞
を
受
賞
し
て
き
た
が
、

今
回
が
最
も
高
い
評
価
と
な

っ
た
。

担
当
の
長
島
公
之
常
任
理

事
は
、
「
今
回
、
受
賞
し
た

賞
は
他
の
分
野
に
は
な
く
、

特
別
の
評
価
を
得
た
も
の
と

考
え
て
お
り
、
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
い
る
。
本
賞
の
受

賞
を
励
み
と
し
て
、今
後
も
、

シ
ス
テ
ム
の
向
上
・
普
及
を

図
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
治

験
実
施
基
盤
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
」と
し
て
い
る
。

ド
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
（
以

下
、
Ａ
Ｓ
Ｐ

Ｉ
Ｃ
）
主
催

の
「
第
12
回

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ　

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
Ａ

Ｉ
・
ク
ラ
ウ

ド
ア
ワ
ー
ド

２
０
１
８
」

に
お
い
て
、

Ａ
Ｓ
Ｐ
・
Ｓ

ａ
ａ
Ｓ
部
門 

社
会
・
業
界

特
化
系
分
野

の
特
別
功
労
大
賞
を
受
賞
し

た
。Ａ

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
総
務

省
な
ど
の
後
援
に
よ
り
、
国

内
で
提
供
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｓ

Ｐ
・
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
／
Ｉ
ａ
ａ

日
医
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー
提
供
の
シ
ス
テ
ム
が

                           

特
別
功
労
大
賞
を
受
賞

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課（
人
事
・
労
務
） 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／ 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０

介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
年
金
・
税
制
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９

総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８
・
健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
感
染
症
危
機
管
理
対
策
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
５

医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
・
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
治
験
促
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
５
３
１
９
―
３
７
８
１
・
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
（
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
・
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
）
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◎
瑞
宝
重
光
章

齋
藤
　
康（
元
千
葉
大
学
長
）

◎
瑞
宝
中
綬
章

兒
玉
安
紀（
広
島
県
・
元
国
立

病
院
機
構
東
広
島
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
）

齋
藤
純
一（
三
重
県
・
松
阪
厚

生
病
院
長
）

松
本
興
治（
愛
媛
県
・
元
国
立

病
院
機
構
豊
橋
医
療
セ
ン
タ

ー
院
長
）

櫻
井
武
雄（
和
歌
山
県
立
医
科

大
学
名
誉
教
授
）

長
尾
省
吾（
元
香
川
大
学
長
）

御
子
柴
克
彦（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）

◎
旭
日
小
綬
章

嘉
数
研
二（
元
宮
城
県
医
師
会

長
）

德
永
正
靱（
元
山
形
県
医
師
会

長
）

◎
瑞
宝
小
綬
章

安
藤
義
孝（
群
馬
県
・
元
日
高

病
院
長
）

小
川
嘉
譽（
大
阪
府
・
元
多
根

総
合
病
院
長
）

栗
本
藤
基（
滋
賀
県
・
滋
賀
里

病
院
長
）

嶋
田
　
賢（
千
葉
県
・
元
島
田

総
合
病
院
長
）

杉
山
　
和（
秋
田
県
・
元
杉
山

病
院
長
）

石
利
博（
沖
縄
県
・
も
と
ぶ

記
念
病
院
長
）

根
啓
一（
愛
媛
県
・
元
東
北

厚
生
局
長
）

柴
　
孝
也（
衆
議
院
医
員
／
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
客
員
教

授
）

◎
旭
日
双
光
章

浅
野
昭
一（
宮
城
県
・
元
古
川

市
医
師
会
理
事
）

安
孫
子
征（
埼
玉
県
・
元
春
日

部
市
医
師
会
長
）

乾
　
治
郎（
大
阪
府
・
元
和
泉

市
医
師
会
長
）

今
村
正
人（
元
鹿
児
島
市
医
師

会
副
会
長
）

上
林
雄
史
郎（
和
歌
山
県
医
師

会
副
会
長
）

大
祢
廣
伸（
茨
城
県
・
元
土
浦

市
医
師
会
長
）

落
合
　
勲（
愛
知
県
・
元
小
牧

市
医
師
会
長
）

川
嶌
眞
人（
大
分
県
・
元
中
津

市
医
師
会
長
）

小
関
支
郎（
元
富
山
県
医
師
会

副
会
長
）

坂
口
守
彦（
奈
良
県
・
元
大
和

高
田
市
医
師
会
長
）

佐
藤
　
仁（
元
日
本
産
婦
人
科

医
会
群
馬
県
支
部
長
）

佐
藤
敬
治（
元
静
岡
市
清
水
医

師
会
長
）

清
水
美
津
子（
東
京
都
・
元
世

田
谷
区
医
師
会
長
）

野

子（
神
奈
川
県
・
元
逗

葉
医
師
会
長
）

階
日
出
男（
北
海
道
・
元
羊

蹄
医
師
会
長
）

竹
廣
　
晃（
元
香
川
県
医
師
会

副
会
長
）

田
郷
敏
昭（
元
岩
手
県
医
師
会

常
任
理
事
）

寺
田
茂
雄（
元
高
知
県
医
師
会

副
会
長
）

鴇
澤
　
宏（
長
野
県
・
元
千
曲

医
師
会
長
）

豊
﨑
　
纏（
元
徳
島
県
医
師
会

理
事
）

中
村
典
生（
元
宮
崎
市
郡
医
師

会
長
）

新
田
康
郎（
元
広
島
県
医
師
会

常
任
理
事
）

沼
崎

邦
浩（
福
島
県
医
師
会
常

任
理
事
）

福
間
泰
隆（
熊
本
県
・
元
鹿
本

郡
市
医
師
会
長
）

真
下
延
男（
元
群
馬
県
医
師
会

理
事
）

舛
谷
一
宏（
石
川
県
・
元
珠
洲

医
師
会
長
）

向
野
守
人（
福
岡
県
・
元
田
川

医
師
会
長
）

山
﨑
博
通（
栃
木
県
・
元
上
都

賀
郡
市
医
師
会
長
）

吉
岡
春
紀（
山
口
県
・
元
玖
珂

秋
の
叙
勲
・
褒
章
受
章
者

平
成
30
年

　
政
府
は
、
こ
の
た
び
、
平
成
30
年
秋
の
褒
章
受
章
者
な
ら
び
に

生
存
者
叙
勲
・
賜
杯
受
章
者
を
発
表
し
た
。

　
日
医
会
員
受
章
者
は
次
の
と
お
り
。�

（
敬
称
略
）

郡
医
師
会
長
）

吉
田
眞
人（
元
鳥
取
県
医
師
会

常
任
理
事
）

岩
尾
昌
子（
秋
田
県
・
元
鹿
角

市
教
育
委
員
会
委
員
長
）

◎
瑞
宝
双
光
章

赤
澤
修
吾（
北
海
道
・
元
函
館

赤
十
字
病
院
長
）

今
井
嘉
門（
元
埼
玉
県
立
循
環

器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
病

院
長
）

秋
元
清
一（
神
奈
川
県
・
元
学

校
医
）

安
達
禎
男（
静
岡
県
・
元
学
校

医
）

新
垣
武
三（
沖
縄
県
・
学
校
医
）

石
井
隆
志（
茨
城
県
・
学
校
医
）

石
井
　
孚（
広
島
県
・
元
学
校

医
）

猪
谷
孟
雄（
京
都
府
・
元
学
校

医
）

大
礒
秀
明（
熊
本
県
・
学
校
医
）

大
内
伸
夫（
福
岡
県
・
学
校
医
）

荻
場
芳
雄（
長
野
県
・
学
校
医
）

開
發
直
樹（
兵
庫
県
・
学
校
医
）

上
前
琢
磨（
鹿
児
島
県
・
学
校

医
）

是
此
田
穰（
福
岡
県
・
学
校
医
）

齋
藤
　
浩（
群
馬
県
・
学
校
医
）

荘
田
　

（
大
阪
府
・
学
校
医
）

周
田
茂
雄（
神
奈
川
県
・
学
校

医
）

原
織
吉（
茨
城
県
・
学
校
医
）

高
田
堅
二（
徳
島
県
・
学
校
医
）

瀧
澤
義
矩（
茨
城
県
・
学
校
医
）

瀧
田
孫
一（
群
馬
県
・
元
学
校

医
）

筒
井
博
雄（
香
川
県
・
元
学
校

医
）

縄
田
與
幸（
青
森
県
・
学
校
医
）

布
川
武
男（
栃
木
県
・
学
校
医
）

春
山
茂
之（
埼
玉
県
・
学
校
医
）

前
川
達
雄（
長
崎
県
・
学
校
医
）

桝
谷
郁
男（
兵
庫
県
・
学
校
医
）

松
本
幸
三（
栃
木
県
・
元
学
校

医
）

道
又
勇
一（
宮
城
県
・
学
校
医
）

森
　
　
務（
愛
媛
県
・
学
校
医
）

吉
川
昌
三（
千
葉
県
・
学
校
医
）

渡
邉
久
晃（
新
潟
県
・
元
学
校

医
）

石
井

滿（
宮
崎
県
警
嘱
託
医
）

江
口
善
美（
愛
知
県
警
嘱
託
医
）

菊
田
　
裕（
岩
手
県
警
嘱
託
医
）

田
貞
夫（
元
千
葉
県
警
嘱
託

医
）

◆
藍
綬
褒
章

釜

　
敏（
日
本
医
師
会
常
任

理
事
）

田
中
　
洋（
宮
崎
県
・
田
中
病

院
長
）

山
﨑
典
之（
埼
玉
県
・
春
日
部

市
医
師
会
長
）

楊
　
国
隆（
秋
田
労
働
局
地
方

労
災
医
員
）

―
・
―

◆
お
願
い
◆

受
章
者
名
の
掲
載
に
は
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま

す
が
、
万
一
、
お
気
づ
き
の

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
広
報

課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

　ニュースポータルサイト「日医on-line」では、定例記者
会見の映像等、さまざまな情報をご覧頂けるようになって
います。ぜひご活用下さい。

http://www.med.or.jp/nichiionline/
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災
害
時
の
医
療
救
護
の

相
互
支
援
の
た
め
の
協
定
を
締
結

―
中
部
医
師
会
連
合
―

中
部
医
師
会
連
合
は
11
月

10
日
、
所
属
す
る
愛
知
・
富

日
医
広
報
課
宛
て
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

折
り
返
し
、
入
金
方
法
（
銀

行
振
込
）
の
ご
案
内
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
な
お
、
図
書
カ
ー
ド
の
発

送
は
、
代
金
の
振
込
（
入
金
）

確
認
後
と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
：
日
医
広
報
課

〔
〒
113
─

８
６
２
１　

東
京

都
文
京
区
本
駒
込
２
─

28
─

16 

03
─

３
９
４
２
─

６
４

８
３
（
直
通
）、

03
─

３
９
４

６
─

６
２
９
５
、

kouhou@

po.med.or.jp

〕

日
医
で
は
新
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
日に

ち

い医
君く

ん

」
の
図
書
カ
ー

ド
を
作
成
し
、
日
医
会
員
限

定
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

や
各
種
御
礼
な
ど
に
、
ぜ
ひ

ご
活
用
下
さ
い
。

〈
販
売
方
法
〉

◆
価
格
：
一
枚
５
０
０
円
（
税

込
）

◆
申
込
方
法
：
郵
便
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
、

郵
便
番

号
・

住

所
・

氏

名
・
電
話
番
号
を

記
入
し
、
購
入
枚

数
（
一
人
合
計
10

枚
以
上
１
０
０
枚

以
下
）
、
種
別
（
ブ
ル
ー
ま

た
は
ピ
ン
ク
）
を
明
記
の
上
、

山
・
岐
阜
・
福

井
・
三
重
・
静

岡
・
石
川
の
７

県
医
師
会
で
、

管
内
に
お
け
る

災
害
時
の
医
療

救
護
の
相
互
支

援
の
た
め
の
協

定
を
締
結
し

た
。こ

の

協

定

は
、
中
部
医
師

会
連
合
管
内
に

お
い
て
地
震
等

に
よ
る
大
規
模

災
害
が
発
生
し

た
際
、
被
災
地

の
県
医
師
会
単
独
で
は
十
分

な
医
療
救
護
活
動
が
実
施
で

き
な
い
場
合
、
相
互
扶
助
の

精
神
に
基
づ
き
、
所
属
の
県

医
師
会
相
互
の
医
療
救
護
の

支
援
を
円
滑
に
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

支
援
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
幹
事
県
医
師
会
を
設
け
、

災
害
時
に
お
け
る
支
援
本
部

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る

が
、
幹
事
県
医
師
会
は
中
部

医
師
会
連
合
の
主
務
県
医
師

会
が
務
め
、
被
災
地
県
医
師

会
の
要
請
等
に
よ
り
、
主
務

県
医
師
会
が
支
援
の
開
始
を

判
断
す
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
援
の
内
容
は
、

被
災
地
県
及
び
そ
の
他
管
内

の
情
報
を
で
き
る
だ
け
収
集

し
、
日
医
と
連
携
し
て
、
日

本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム

（
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
支
援
並
び

に
受
援
活
動
が
効
率
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
と
し

て
お
り
、
所
属
の
県
医
師
会

は
、
支
援
要
請
を
受
け
た
場

合
に
は
極
力
こ
れ
に
応
じ
る

と
し
た
。

そ
の
他
、
協
定
に
は
、
各

県
医
師
会
に
お
け
る
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
編
成
や
、
そ
の
機
能
に

合
っ
た
研
修
の
実
施
な
ど
、

平
時
の
準
備
等
に
つ
い
て
も

規
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
協
定
は
、
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
を
主
眼

と
し
て
お
り
、
本
年
９
月
１

日
に
「
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
要
綱
」
が

改
正
さ
れ
て
以
降
、
初
の
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
の
協
定
締
結

と
な
っ
た
。

「
日
医
君
」図
書
カ
ー
ド 

販
売

              

│
日
医
会
員
限
定
│

に
ち
い
く
ん

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ど
う
ぞ
！

書
籍
紹
介

高
齢
者
の
た
め
の 

感
染
症
診
療

岩
田
健
太
郎　

監
修

本
書
は
高
齢
者
に
対
す
る

外
来
、
在
宅
、
施
設
等
に
お

け
る
感
染
症
診
療
の
ポ
イ
ン

ト
を
解
説
し
た
臨
床
指
南
書

で
あ
る
。

内
容
は
、
「
第
１
部　

総

論
」「
第
２
部　

各
論
」「
第

３
部　

応
用
編
」
「
第
４
部　

座
談
会
」
の
４
部
構
成
。
第

２
部
で
は
、
高
齢
者
に
多
く

見
ら
れ
る「
呼
吸
器
感
染
症
」

や
「
尿
路
感
染
症
」
な
ど
の

疾
患
を
取
り
上
げ
、
そ
の
対

処
法
を
解
説
。
第
３
部
で
は

外
来
静
注
抗
菌
薬
療
法
に
つ

い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

る
他
、
今
後
の
地
域
医
療
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
触
れ
ら

れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
４
部
で
は
、
本

書
の
著
者
３
名
が
「
２
０
２

５
年
問
題
」
や
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
者
の
施
設
受
け
入
れ
拒

否
」
な
ど
、
高
齢
社
会
を
踏

ま
え
た
話
題
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
大
変
興
味
深
い
。

世
界
に
先
駆
け
て
超
高
齢

社
会
と
な
っ
た
日
本
に
お
い

て
、
感
染
症
診
療
は
ど
の
よ

う
に
行
う
べ
き
か
を
考
え
る

上
で
も
、
大
変
参
考
に
な
る

一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

４
３
２
０
円（
税
込
）

発
行　

丸
善
出
版

03
─

３
５
１
２
─

３
２
５
６

ら
、
研
修
を
効
果
的
、
効
率

的
か
つ
魅
力
的
に
変
え
る
研

修
設
計
書
が
で
き
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
り
と
読
め
る
よ
う
、

薄
く
て
読
み
や
す
く
な
っ
て

お
り
、
特
に
バ
ー
チ
ャ
ル
研

修
設
計
事
例
の
事
業
場
で
、

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
が
直
面

す
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

再
現
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

定
価　

１
２
９
６
円（
税
込
）

発
行　

中
央
労
働
災
害
防
止

協
会03

─

３
４
５
２
─

６
４
０
１

過
去
の
診
療
報
酬
改
定
の

経
緯
だ
け
で
な
く
、
改
定
内

容
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考

資
料
と
し
て
も
、
必
携
の
書

籍
・
Ｃ
Ｄ
と
な
っ
て
い
る
。

定
価　

４
８
６
０
０
円
（
税

込
）

発
行　

医
薬
情
報
研
究
所

03
─

５
２
１
７
─

７
２
１
７

こんな電話にご注意を！
　会員の先生のご尊父より、“日本医師会のカトウ”と
名乗る人物から、留守番電話に携帯電話への折り返し
の連絡を求めるメッセージが残されていたということで、
日医に確認の電話がありました。
　日医の職員が、携帯電話に折り返しの連絡をお願い
することはありませんし、当該番号は、医療関係者を標
的とした不動産投資会社からのものである可能性もあり
ます。
　同様の電話があった場合には、取り合わないよう、ご
注意下さい。

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

の
た
め
の
教
え
方
26

の
鉄
則

イ
ケ
て
る
健
康
教
育
は

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ナ
ル 

デ
ザ
イ
ン
で
作
る！

柴
田
喜
幸　

著

産
業
医
の
大
切
な
仕
事

に
、
健
康
教
育
や
労
働
衛
生

教
育
が
あ
る
。
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
が
実
施
す
る
教
育
で

は
、
従
業
員
が
職
場
の
安
全

や
健
康
を
守
る
方
法
を
理
解

し
て
体
得
し
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、
ス
タ
ッ
フ

は
必
ず
し
も
教
え
る
こ
と
の

プ
ロ
で
は
な
い
た
め
、
健
康

教
育
の
実
施
に
苦
慮
し
て
い

る
人
も
多
い
。

本
書
は
、
産
業
医
科
大
学

で
教
育
設
計
を
教
え
る
柴
田

喜
幸
准
教
授
が
、
産
業
保
健

ス
タ
ッ
フ
の
た
め
に
、
必
須

の
教
育
設
計
の
セ
オ
リ
ー
を

織
り
込
ん
だ
解
説
書
と
な
っ

て
い
る
。
読
み
進
め
る
こ
と

で
、
ワ
ー
ク
を
体
験
し
な
が

中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
診
療
報
酬
改
定
の

軌
跡

診
療
報
酬
ア
ー
カ
イ

ブ
ス

１
９
５
０
─
２
０
１
４
年

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
制
作
班　

編

本
書
は
、
１
９
５
０
年
４

月
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協

議
会
発
足
か
ら
２
０
１
４
年

４
月
の
診
療
報
酬
改
定
ま

で
、
計
37
回
分
の
改
定
の
動

向
、
診
療
報
酬
関
連
の
制
度

改
革
な
ど
の
流
れ
を
１
冊
に

整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

書
籍
発
行
後
の
２
０
１
６

年
度
、
２
０
１
８
年
度
の
改

定
に
関
す
る
資
料
を
収
録
す

る
と
と
も
に
、
関
連
資
料
の

索
引
機
能
を
付
加
し
た
Ｃ
Ｄ

を
付
け
て
今
回
、
新
た
に
発

行
さ
れ
た
。
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平
成
30
年
度
日
本
医
師
会

認
定
産
業
医
制
度
生
涯
研
修
会

平
成
30
年
度
　

死
亡
時
画
像
診
断（
Ai
）研
修
会

平
成
30
年
度
日
本
医
師
会

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会

◆
主
催
：
日
医

◆
後
援
：
厚
生
労
働
省
、
ス

ポ
ー
ツ
庁

◆
日
時
：
平
成
31
年
１
月
19

日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
25
分

◆
会
場
：
日
医
会
館
大
講
堂

◆
受
講
者
資
格
：
日
医
認
定

健
康
ス
ポ
ー
ツ
医

◆
受
講
者
数
：
３
０
０
名

◆
受
講
料
：
会
員
６
０
０
０

円
（
税
込
）
、
非
会
員
９
０

０
０
円
（
税
込
）

◆
申
込
方
法
：
受
講
希
望
者

は
、
①
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.med.or.jp/

doctor/ssi/

）
ま
た
は
、
都

道
府
県
医
師
会
か
ら
申
込
用

紙
を
入
手
し
た
上
で
、
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
、
日

医
健
康
医
療
第
一
課
宛
て
に

郵
送
す
る
②
日
医
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
す
る
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
、
送
信

す
る

─
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
申
し
込
み
願
い
た
い
。

◆
申
込
締
切
：
12
月
21
日

（
金
）

◆
主
な
講
習
内
容
：

・「
日
常
診
療
に
お
け
る
運

動
療
法
指
導
（
内
科
系
）
」（
木

下
訓
光
法
政
大
学
ス
ポ
ー
ツ

健
康
学
部
教
授
）

・「
運
動
部
活
動
（
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
熱
中
症
）
」
（
川
原

貴
日
本
臨
床
ス
ポ
ー
ツ
医
学

会
理
事
長
）

・「
健
康
経
営
に
お
け
る
運

動
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
」
（
岡

 

第
24
回
日
本
医
師
会

認
定
健
康
ス
ポ
ー
ツ
医
制
度
再
研
修
会

◆
主
催
：
日
医

◆
日
時
：
平
成
31
年
２
月
16

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～

６
時
10
分

◆
会
場
：
日
医
会
館
３
階
小

講
堂

◆
受
講
者
資
格
：
日
医
認
定

産
業
医

◆
参
加
人
数
：
１
５
０
名

◆
受
講
料
：
会
員
１
０
０
０

０
円
（
税
込
）
、
非
会
員
１

５
０
０
０
円
（
税
込
）

◆
主
催
：
日
医
、
Ai
学
会
（
予

定
）
、
日
本
診
療
放
射
線
技

師
会
（
予
定
）

◆
共
催
：
日
本
医
学
放
射
線

学
会
（
申
請
中
）
、
日
本
救

急
医
学
会
（
申
請
中
）
他

◆
後
援
：
日
本
医
学
会
（
申

請
中
）
、
放
射
線
医
学
総
合

研
究
所
（
申
請
中
）
他

◆
日
時
：
平
成
31
年
２
月
10

日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

６
時
40
分
、
11
日
（
月
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

（
医
師
）
、
午
前
９
時
～
午
後

４
時
（
診
療
放
射
線
技
師
）

◆
場
所
：
日
医
会
館
大
講

堂
・
小
講
堂

◆
参
加
対
象
：
医
師
も
し
く

は
診
療
放
射
線
技
師

◆
定
員
：
医
師
、
診
療
放
射

線
技
師
各
１
０
０
名
（
２
日

間
を
通
じ
て
）

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
医
師
の
方

は
、
日
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

田
邦
夫
関
西
成
蹊
大
学
教
育

学
部
教
授
）

・
「
地
域
に
お
け
る
健
康
ス

ポ
ー
ツ
医
の
役
割
」
（
津
下

一
代
日
医
運
動
・
健
康
ス
ポ

ー
ツ
医
学
委
員
会
委
員
長
、

あ
い
ち
健
康
の
森
健
康
科
学

総
合
セ
ン
タ
ー
長
）

・
「
ロ
コ
モ
と
フ
レ
イ
ル
」

（
松
井
康
素
国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
ロ
コ
モ
フ
レ

イ
ル
セ
ン
タ
ー
長
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

先
：
日
医
健
康
医
療
第
一
課

〔
〒
113
─

８
６
２
１　

東
京

都
文
京
区
本
駒
込
２
─

28
─

16　

03
─

３
９
４
２
─

６
１

３
８
（
直
）
〕

※
な
お
、
本
研
修
会
の
受
講

者
に
は
、
再
研
修
会
５
単
位

の
修
了
証
を
後
日
交
付
す

る
。

※
講
習
会
期
間
中
、
会
館
内

に
託
児
所
を
設
置
す
る
予

定
。
希
望
者
は
申
込
時
に
申

請
願
い
た
い
。

◆
主
な
講
演
内
容
：
「
死
亡

時
画
像
診
断
（
Ai
）
に
お
け
る

基
本
事
項
」
「
死
亡
時
画
像

診
断
（
Ai
）
に
お
け
る
法
令
・

倫
理
」
「
死
亡
時
画
像
診
断

（
Ai
）
に
お
け
る
医
療
安
全

対
策
・
感
染
対
策
」
「
死
亡

時
画
像
診
断
（
Ai
）
に
関
係
す

る
救
急
医
学
」
「
死
亡
時
画

像
診
断
（
Ai
）
に
関
係
す
る
病

理
学
」
「
死
亡
時
画
像
診
断

（
Ai
）
に
関
係
す
る
法
医
学
」

「
死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
に

お
け
る
画
像
診
断
」
「
死
亡

時
画
像
診
断
（
Ai
）
に
お
け
る

Ｃ
Ｔ
の
基
礎
」
「
死
亡
時
画

像
診
断
（
Ai
）
に
お
け
る
Ｍ

Ｒ
Ｉ
」
「
検
案
時
に
お
け
る

死
亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
の

活
用
」
「
死
亡
時
画
像
診
断

（
Ai
）
に
お
け
る
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
の
使
い
方
」
他

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
医

事
法
・
医
療
安
全
課
〔

03

─

３
９
４
２
─

６
４
８
４
（
直
）
〕

※
本
研
修
会
を
受
講
す
る

と
、
生
涯
研
修
（
実
地
：
９

単
位
）
が
取
得
で
き
る
。

※
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
て
受

講
し
、
修
了
要
件
を
満
た
し

た
と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
後

日
修
了
証
を
交
付
す
る
。
た

だ
し
、
遅
刻
、
早
退
し
た
場

合
は
修
了
証
は
交
付
さ
れ
な

い
。

http://www.med.or.jp/

doctor/anzen_siin/ai/

）

に
ア
ク
セ
ス
し
、
所
定
の
要

領
に
従
っ
て
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

診
療
放
射
線
技
師
の
申
込

方
法
等
は
、
日
本
診
療
放
射

線
技
師
会
（

http://www. 

jart.jp/

）
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◆
申
込
期
間
：
12
月
17
日

（
月
）
午
前
11
時
よ
り
受
付

開
始
（
受
付
は
先
着
順
に
行

い
、
定
員
に
達
し
次
第
締
め

切
る
）

◆
申
込
方
法
：
日
医
認
定
産

業
医
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http: 

//www.med.or.jp/doctor 

/ssi/

）
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
申
込
締
切
：
平
成
31
年
２

月
８
日
（
金
）
。
た
だ
し
、

受
付
は
先
着
順
に
行
い
、
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
る
。

◆
主
な
講
習
内
容
：
「
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
後
の
産
業
医

と
し
て
の
対
応
（
面
接
指
導

等
）
」
「
転
倒
予
防
に
役
立
つ

か
ら
だ
の
使
い
方
と
作
り
方
」

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
健

康
医
療
第
一
課
〔

03
─

３

９
４
２
─

６
１
３
８
（
直
）〕

※
な
お
、
本
研
修
会
を
受
講

す
る
と
生
涯
研
修
（
実
地
：

４
単
位
）
が
取
得
で
き
る
。

※
転
倒
予
防
の
測
定
と
簡
単

な
運
動
を
す
る
の
で
、
動
き
や

す
い
服
装
で
ご
参
加
下
さ
い
。

日
医
で
最
大
規
模
の
参
加

者
を
誇
る
標
記
の
協
議
会
を

今
年
度
も
開
催
す
る
。

期
間
中
は
、
「
Ⅰ
．
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
の
現
状
と
将
来

展
望
」
で
、
医
師
の
立
場
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
問
題

点
等
、
今
後
の
展
開
に
関
し

て
議
論
す
る
他
、
「
Ⅱ
．
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
医
療
分
野
の

Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ

Ｔ
』
」
で
は
、

日
本
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
第
一
人
者

で
あ
る
坂
村
健
Ｉ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｄ

（
東
洋
大
学
情
報
連
携
学
部
）

学
部
長
が
講
演
を
行
う
。

ま
た
、
翌
日
の
「
Ⅳ
．
全

国
保
健
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
で
は
、
日
医
の
提
唱

で
現
在
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
展

に
つ
い
て
議
論
す
る
セ
ッ
シ

ョ
ン
を
設
け
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
さ
れ
た
い
。

◆
テ
ー
マ
：
明
日
の
医
療
を

彩
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

◆
日
時
：
平
成
31
年
３
月
２

日
（
土
）
午
後
２
時
～
、
３

日
（
日
）
午
前
10
時
～

◆
会
場
：
［
協
議
会
］
文
京

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
内
大
ホ

ー
ル
（
１
階
）
・
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
（
26
階
）

［
懇
親
会
］MLB café

 TOKYO　

東
京
ド
ー
ム
シ
テ
ィ
店
（
日

医
会
員
限
定
）

◆
参
加
費
：
無
料
。
た
だ
し
、

懇
親
会
参
加
者
の
み
７
０
０

０
円
（
税
込
）

◆
申
込
方
法
：
原
則
、
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.
m
e
d
.
o
r
.
j
p
/

japanese/members/info/

sys/2018/

）
か
ら
申
し
込

み
願
い
た
い
。

た
だ
し
、
日
医
会
員
に
限

っ
て
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
申

し
込
み
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。
申
し
込
み
の
際
は
①
氏

名
②
カ
ナ
氏
名
③
郵
便
番
号

④
住
所
⑤
所
属
医
師
会
名
⑥

役
職
名
⑦
医
籍
番
号
⑧
懇
親

会
参
加
の
有
無
⑨
別
掲
表
に

示
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
う
ち
、

各
行
（
Ⅰ
～
Ⅳ
）
ご
と
に
ど

ち
ら
に
参
加
希
望
か
（
協
議

会
当
日
に
変
更
可
）
を
明
記

願
い
た
い
。

◆
第
一
次
申
込
締
切
：
12
月

末
日

◆
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

第
１
日
（
２
日
）

<

大
ホ
ー
ル>

Ⅰ
．
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
現

状
と
将
来
展
望

Ⅱ
．
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療

分
野
の
Ａ
Ｉ
と
Ｉ
ｏ
Ｔ
」

<

ス
カ
イ
ホ
ー
ル>

Ⅰ
．
事
務
局
セ
ッ
シ
ョ
ン

Ⅱ
．
事
例
報
告
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
２
日
（
３
日
）

<

大
ホ
ー
ル>

Ⅲ
．
日
医
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
セ
ッ

シ
ョ
ン

Ⅳ
．
全
国
保
健
医
療
情
報
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

<

ス
カ
イ
ホ
ー
ル>

Ⅲ
．
サ
イ
ボ
ー
グ
型
ロ
ボ
ッ

ト
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
に
つ
い
て

※
展
示
・
実
演
を
行
う
予
定
。

Ⅳ
．
医
師
資
格
証
の
利
用
に

つ
い
て

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
医
情

報
シ
ス
テ
ム
課
〔

03
─

３
９

４
２
─

６
１
３
５
（
直
）　

03

表
大ホール スカイホール

２
日
Ⅰ □オンライン診療の現状と将来展望 □事務局セッション

Ⅱ □シンポジウム「医療分野のAIとIoT」 □事例報告セッション

３
日
Ⅲ □日医ICT戦略セッション □サイボーグ型ロボット「HAL」について

Ⅳ □全国保健医療情報ネットワークについて □医師資格証の利用について

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
発
送

平
成
30
年
１
月
～
12
月
初

め
に
掛
金
を
納
付
さ
れ
た
加

入
員
に
は
、
10
月
（
ま
た
は

11
月
）
下
旬
、
社
会
保
険
料

控
除
証
明
書
を
送
付
し
た
。

証
明
書
に
は
納
付
状
況
や
受

け
取
り
予
定
年
金
額
も
記
載

さ
れ
て
い
る
の
で
、
確
認
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
忘
れ
ず
に
利
用
し
て
頂
き

た
い
。

ま
た
、
年
金
受
給
者
の
方

の
確
定
申
告
に
必
要
な
源
泉

徴
収
票
は
、
平
成
31
年
１
月

中
旬
ご
ろ
発
送
予
定
。
国
民

年
金
基
金
の
年
金
は
基
礎
年

金
と
同
様
に
、
公
的
年
金
等

の
雑
所
得
と
し
て
計
上
さ

れ
、
公
的
年
金
等
控
除
が
適

用
さ
れ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
基
金
事

務
局
（

０
１
２
０
─

７
０

０
６
５
０
）
ま
で
。

─

３
９
４
２
─

７
０
３
６
（
直
）〕

※
医
師
資
格
証
を
お
持
ち
の

先
生
は
ご
持
参
下
さ
い
。
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